
 
 
対象学年： ２年生 

 

１．題材：「学ぶことの意義について考える」 

  内容 （３）学業と進路  

ア 学ぶことと働くことの意義の理解 

 

２．題材について 

(1)生徒の実態 

２年生になり、学ぶことへのつまずきから、学ぶことの意義を具体的に見出せない生徒がみられ 

る。主体的に学ぶ力を本格的に身につけていくこの時期に、学習に対して広い視野を持たせ、生涯 

にわたる学びへの意識と意欲を身につけさせたい。 

(2)題材設定の理由 

人はなぜ学ばなければならないのか、学び続けなければならないのか、何のために学校で学ぶの 

か、学び続けるのか、といった素朴な問いに、生徒自身がその答えを見出し、学習や活動に意欲的

に取り組むとともに、将来の社会的自立や職業的自立に資するためにこの題材を設定した。 

 

３．指導のねらい 

    「学ぶ」ということについて、学級や班の仲間と意見交換をする中で、人は生涯学び続けるとい 

う、生涯学習の意識と意欲を身につける。その際、イメージマップ等の発想技法を効果的に活用す 

る。 

 

４．学級活動（３）の評価規準 

集団活動や生活への 

関心・意欲・態度 

集団や社会の一員としての 

思考・判断・実践 

集団活動や生活についての 

知識・理解 

人間としての生き方や学ぶこと、

働くことなどに関心をもち、自己

のよさを伸ばしながら、自主的、

自律的に日常の生活や学習に取

り組もうとしている。 

自己の将来に希望を抱き、その実

現に向け、現在の生活や学習を振

り返り、これからの自己の生き方

などについて考え、判断し、実践

している。 

学ぶことと働くことの意義や、自

己の能力や適性、進路選択に必要

な情報収集や将来設計の仕方な

どについて理解している。 

 

５．指導の過程 

(1)事前の指導と生徒の活動 

ワークシート１「学ぶとはどういうことだろう マインドマップを使って整理してみよう」に 

  取り組む。その際、ワークシート３「先輩たちの学び」を参考にする。 

(2)本時の指導と生徒の活動  

① 本時の活動テーマ「なぜ人は学ぶのか」 

② 本時のねらい 

「学ぶこと」の意義について、広い視野に立って、より深く考え、生涯にわたった学習意欲

へつなげる。 

 

 ３ 「学ぶ」ということ 
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③ 本時の展開 

 

活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

 

 

活

動

の

開

始

15   

分 

１ 本時の活動の流れについ

て説明を聞く。 

 

 

 

 

 

２ 班でワークシート１「学ぶ

ということ」の意見交換を行

う。 

・本時の活動の流れを説明する。 
〈本時の活動の流れ〉 

1.マインドマップの作成 

2.意見交換 

3.「先輩たちの学び」を

読み意見を記述する 

4.意見交換 

・生徒が事前のマインドマップ

の作成に戸惑わないよう凡例

を示す。 

【関心・意欲・態度】 

・マインドマップに積極的に

取り組んでいる。 

〔ワークシート〕 

 

活

動

の

展

開 

                        

25

分 

 

３ ワークシート２「各年代で

学ぶ場所、学ぶこと、学ぶ目

的を整理してみよう」のマト

リクスに学ぶ場所、学ぶこ

と、学ぶ目的を整理する。 

 「学ぶ」ということについて

班で話し合う。 

 

 

４ 学級で各班の代表が発表

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ワークシート２「各年代で

学ぶ場所、学ぶこと、学ぶ目

的を整理してみよう」を再度

班で検討してみる。その際、

他班の意見も参考にしてマ

トリクスを完成する。 

 

 

・ワークシート１で行ったマイ

ンドマップと意見交換をもと

にワークシート２のマトリク

スを完成させる。その際、班

内で意見交換しながら行わせ

る。 

 

・人生のそれぞれの年代での学

びとは何か考えさせる。 

・ワークシート２を実物投影機

で投影して、視覚的にも情報

を共有させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート２を完成させて

いく中で、各年代、様々な場

面から、人は生涯学んでいく

ものであるという意識を持た

せる。そのため、班内の話し

合いに適切に生涯学習という

視点が入るよう机間指導して

いく。 

（予想される生徒の反応） 

学校や進学、テストのためな

ど現在の自分の学習目的や場

所を書いている。 

 

 

 

 

 

（予想される生徒の反応） 

《中学時代学校で学ぶこと》 

教科・集団生活のマナー・人 

間関係 

《中学時代学校で学ぶ目的》 

学力をつける・試験・進路に 

向けて 

《中学時代家庭で学ぶこと》 

家族の役割・基本的な生活習 

慣 

《中学時代家庭で学ぶ目的》 

家族が幸せに暮らしていくた 

めに、自分の役割を果たせる 

ようにする 
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【思考・判断・実践】 

・班員の意見や他班の発表を

踏まえて、自分の意見を述

べ、ワークシートにまとめ

ている。 

〔ワークシート・観察〕 

活

動

の

ま

と

め      

10

分 

６ 人は一生学んでいくもの

であるという考えに立って、 

ワークシート３「人は何のた

めに学ぶのでしょうか、ま

た、なぜ・・・」を完成させ

る。 

 

・各年代の具体的な学ぶ目的の

のみならず、人は生涯あらゆ

る場面、あらゆる物事から学

べる、学ばなくてはならない

ことを意識させる。 

・人の一生は学ぶことという考

えを持たせる。 

 

＊【思考・判断・実践】 

・人は生涯学ぶものであり、

学ぶから人であるという

考えをもっている。 

〔ワークシート〕 

＊編集委員が実践した際の評価規準は「ゴシック体（太字）」で示しています。他は設定可能と考えられる観点です。 
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６．本題材の工夫例（２時間扱いとして考えた場合の２時間目） 

人は何のために学ぶのか、なぜ学ばなければならないのかについて、ワークシート３の「様々な人々

の学び」から考え自分の意見を持つことができる。そこで２時間目ではワールドカフェ方式で、様々

な立場の考え方に触れる機会を設定し、多面的・多角的に物事を捉え、「学び」についてより考えを

深化する事ができるようにした。 

その際に、今後行われる職業体験学習の中で、具体的に何を学ぶことができるかを考えさ、将来に

わたって様々な場面で学ぶことができることを意識させ、社会的自立や職業的自立に資することがで

きることをねらいとした。 

＊編集委員が実践した際の評価規準は「ゴシック体（太字）」で示しています。他は設定可能と考えられる観点です。 
 

 活動の内容 指導上の留意点 目指す生徒の姿と評価方法 

活

動

の

開

始

10    

分 

１ ワークシート３で各自が

まとめた意見、感想を学級で

何人かが発表し、前時を振り

返る。 

 

 

 

・人は生涯学んでいくものとい

う考えに立った考えに導ける

よう、指導する。 

 

 

【関心・意欲・態度】 

・自らの意見を積極的に発

表しようとしている。 

〔観察・ワークシート〕 

 

 

 

 

 

活

動

の

展

開 

                        

30

分 

 

２ 全ての生徒の意見、感想を

共有していく発表を行う。 

  

＜ワールドカフェ方式の流れ＞ 

① 意見、感想の近いメンバ

ーが班員となり、自分たち

の意見、感想を理解する。 

 ② 一人を残し、他の班へ行

き、意見交換する。 

 ③ 自らの班に戻り、他の班

で得た意見、感想を報告し

合う。 

 ④ ファシリテーターが全

体で発表し、対話する。 

  

・ワールドカフェ方式で、各生

徒がより多くの意見を聞ける

ようにする。 

・①では、さらに自分たちの意

見、感想を深化させる。 

・②では、それぞれの班の意見、

感想を交換しあう。 

・③では、他班の意見、感想も

含め、学びとは何かについて

深化させる。 

・④では、教師がファシリテー

ターとなり、全体の意見交換

を円滑に行わせる。 

 

（予想される生徒の反応） 

「人は自らが生きていくため

に学ばなければならない」 

「人は常に学び続ける存在だ

から」 

「学び続けることにより、社

会に貢献できるから」 

「学ぶことにより自分を高

め、他者も幸福にすることが

できるから」 

＊【思考・判断・実践】 

・他者の意見も取り入れて

最終的に自分の意見、感想

を深化させている。 

〔観察〕 

活

動

の

ま

と

め      

10

分 

３ 職業体験を通して何を学

びたいかを考えて、学級で発

表する。 

 

・友人関係などの理由で職場を

選ぶのではなく、中学時代の

学びとして、考えさせる。そ

のために今、具体的に取り組

むべきことについて考えさせ

る。 

【知識・理解】 

・生きることは学ぶことで

あり、働くことは学ぶこ

とであるという理解に立

って、職場体験学習を考

えている。 

〔観察〕 
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＊実践例（ワークシートの一部） 
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７．本時に使用したワークシート 
・【ワークシート】 ＜３．学ぶということ＞ 使用ソフト パワーポイント 
＊本指導案は「学ぶこと」についての１時間もしくは２時間の指導案である。「わたくしたちの生活と

進路（平成25年度版）」では「人はなぜ、学ぶのだろう」とあるが、学ぶことの根本を広く考えさせ

るために「学ぶということ」という題材名とした。 

＜場所＞
・学校・職場・地域
・家庭・社会…
＜目的＞
・生活・教養・趣味
・学力・進学・受験
・定期試験・就職…
・社会貢献…
＜内容＞
・教科・仕事
・社会常識…
＜動機＞
・夢・人から・家族
・知人・先生…
＜学ぶとき＞
中学年代・高校年代
大学年代・社会人
老後…

ワークシート１

３ 学ぶということ

２年 組 番氏名

１ 学ぶということはどういうことだろうか？ マインドマップを使って整理してみよう

学ぶ

◎私は学ぶということは（ ）
であると思います。理由は（ ）
だからだと思うからです。（ ）さんどうですか、意見を聞かせてください。

（ ）さんの意見
○私は学ぶということは（ ）さんと同じで（ ）
であると思います。理由は（ ）
だからだと思うからです。

（ ）さんの意見
○私は学ぶということは（ ）さんと違って（ ）
であると思います。理由は（ ）
だからだと思うからです。

マインドマップ作製上の
キーワード

マインドマップを参考に、学ぶということはどういうことなのか、意見交換しよう！
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ワークシート２ ２年 組 番氏名

各年代で学ぶ場所、学ぶこと、学ぶ目的を整理してみよう

場所 学ぶこと 学ぶ目的

中
学
時
代

自
分
の
考
え

友
達
の
考
え

社
会
人

自
分
の
考
え

友
達
の
考
え

高
校
・
大
学

時
代

自
分
の
考
え

友
達
の
考
え

老
後

自
分
の
考
え

友
達
の
考
え
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＜消防士のAさん＞
私は現在消防士をしています。消防士になるには、 の消防学校を卒業しなければなりません。中学

時代には、具体的に消防の仕事をしようとは考えていませんでした。職業の進路決定は高校3年のときに決断
しました。ただ、中学生のときから、しっかりと自分の目に見える形で人を助ける仕事をしたいと思っていました。

中学時代の学びで現在も役に立っていることはたくさんあります。義務教育で学ぶ基礎的な知識は絶対必要
です。また、部活動の の先生にきちんと挨拶や礼儀、規律、 など基本的生活習慣を教えてい
ただいたことは大変役立ちました。

＜プロサッカー選手のBさん＞
私は中学時代からサッカーのクラブチームに所属してプロの選手を目指してきました。クラブのコーチから、
「よいサッカー選手は人格者である、サッカー以外のこともがんばる人であれ」、と教えられてきました。その教
えを守り、学校生活、クラブの練習と忙しい毎日でしたががんばりました。中学、高校での学校生活も一生

努力した経験は、プロとなった今も大切な となっています。

＜保育士のCさん＞
私は今、保育士をしています。保育士になるには、都道府県の行う保育士試験に合格することが必要です。
保育士を目指したきっかけですが、中学2年のときに保育園に職場体験学習をさせていただいたことです。高
校も将来保育士になることを考えて決めました。保育士に必要な知識は、試験に合格すればすべて得られる

ワークシート３
年 組 番氏名

「人は何のために学ぶのでしょう」「なぜ、学ばなければならないのでしょう」考えたことはありま
すか。なかなかすぐに結論のでない、だれしもが悩んでしまう質問ですね。

皆さんの保護者をはじめ、家族、地域の方、卒業生、先生方も悩んできたことです。様々な人た
ちが、どんな場所で、どんなことを学んだか、どんな目的で学んだ、聞いてみましょう。

資料 さまざまな人々の学び

全
ぜん

寮
りょう

制
せい

 

顧
こ

問
もん

 整理整頓
せいとん

 

懸
けん

命
めい

 

糧
かて

 

校も将来保育士になることを考えて決めました。保育士に必要な知識は、試験に合格すればすべて得られる
というものではありません。まだまだ、毎日が勉強です。 保育士や保護者の方、ときには子どもたちにも教
えられています。忙しい日々ですが、充実してます。
＜化学 に勤めるDさん＞
私は現在化学企業の研究員をしています。中学、高校時代からどちらかというと数学、理科の教科が得意で、
大学も理系を選びました。大学院に進み、好きな化学の研究を続け、教授の めもあり、今の会社に入社しま
した。化学の分野は日進月歩で、入社してからも、毎日の勉強が れません。また、海外の研究論文も読まな

ければならず、外国人の研究者とのコミュニケーションも英語力が必要です。退勤後は、週に２回英会話学校
に通っています。

人は何のために学ぶのでしょうか、また、なぜ学ばなければならな
いのでしょうか。あなたの意見、考えを書いてみよう。

怠
おこた

 

企
き

業
ぎょう

 

薦
すす

 

先輩
せんぱい
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